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キルギス語 において使 役が受動の意味をもつとき

大﨑 紀子

i.は じめ に

 チュル ク語で は,使 役表 現 と受動表現 は,通 常,形 式 の異 な る別 個 の接

辞 を動詞 語幹 に付加 す る こ とに よって示され る。しか し,使 役 の形 式 に よ

つて受動の意 味 を表 す場合 の あ るこ とが,以 前 か ら指摘 されて きた。形 式

的 には使 役 文で あ る もの が意味 と して は受動 を表 す場 合 とい うの は,例 え

ば,大 暗(2000:71)で 「使 役文 の再帰的 な用 法 」 と して紹介 した次 の よ

うなキル ギ ス語 の例 であ る。

(1) Kyrg. Ur-gan kili-d�j menen, ur-dur-gan kili-jol menen.

     殴 る・過去 人    丘  によって  殴る・使役 ・過去 人    道  によつて

   f殴 った 人 は 丘 に よっ て,殴 らせ た 人(=殴 られ た 人)は 道 に よっ て 」

(諺.勝 者 は 偉 そ うに 丘 を 行 き,敗 者 は 卑 屈 に 下 の 道 を行 くとい う意.「Yudaxin 1965)

 上 のur-dur-gan,kili「 殴 らせ た 人 」 が表 して い る の は 「(誰 か に 誰 か を)

殴 らせ た 人 」 で は な く,「(誰 か に 自分 を)殴 らせ た 人 」 す な わ ち 「殴 られ

た人 」 で あ る 。つ ま り,形 式 的 に は使 役 の 形 を と っ て い る が,意 味 と して

は 受 動 を表 して い る と い う こ とに な る。

 この と き,受 動接 尾 辞 を用 いてur-ul-gan kiliと して もほぼ 同 じ意 味内容

を表 す こ とがで きるの に,な ぜ受動接尾辞 で はな く使 役接尾 辞 が用 い られ

て い るの だ ろうか。この よ うな表現 はキル ギス語 だ けでな く,他 の チ ュル

ク語 にも広 くみ られ るもの なのだ ろうか。本稿 で は,こ の よ うな疑 問 を も

とに,キ ル ギス語 にお いて使役 文が受動 の意味 を表 す とい う現象 に対 して
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記述 と説 明 を試 み たい。

 チ ュ ル ク 語 に お い て 使 役 文 が 受 動 の 意 味 を も つ 場 合 が あ る こ と に つ い

て は,か な り以 前 か ら指 摘 さ れ,議 論 さ れ て きた 。例 え ば,Kormusinは 「使

役 動 詞 の 受 動 的 意 味 に っ い て 」 とい う論 文 でr一 般 に,ア ル タ イ 諸 語 の 動

詞 使 役 形 は,受 動 的 な 表 現 に関 わ る こ とが で き る」と述 べ て,こ の 現 象 を,

ヤ ク ー ト語,バ カ ス 語,カ ラ カ ル パ ク 語 な ど の チ ュ ル ク語 だ け で な く,ブ

リヤ ー ト語 や 満 州 語 な どの ア ル タ イ 系 言 語 に 共 通 して 見 られ る現 象 と し

て 捉 え,そ の 意 味 構 造 に つ い て 論 じた(Kormusin 1975)。 ま た, Seerbak

は 『チ ュル ク語 比 較 形 態 論 概 説 』の 中 で,チ ュル ク語 の 多 くの 言 語 に使 役

文 が 受 動 の意 味 を も つ 場合 が あ る こ とを 紹 介 し,そ れ が 使 役 の 意 味 か ら派

生 し た 許 可 の 意 味 が 発 展 し た も の で あ る と い う 見 解 を 示 し て い る

(Seerbak 1981:120-121)。 さ ら に,1'uldasevは,『 比 較 歴 史 チ ュ ル ク語 文

法 形 態 論 』 の 中で,使 役 文 に よ る受 動 表 現 が11世 紀 後 半 に マ フ ムー ド ・

ア ル ・カ ー シ ュ ガ リー(Mahm棈 al-K縱yari)に よ っ て 書 か れ た 『チ ュル ク

語 辞 典 』(D了w融Luγ 巨t at-Turk:DLT)の 中 で 既 に 現 れ て い る こ とを 紹 介 し,

ま た,同 様 の 表 現 を も つ モ ン ゴル 語 との 関係 が 指 摘 さ れ て い る こ と に つ い

て も言 及 した(Yuldasev 1988:284-295)。

 この ように,使 役 文 が受動の意 味を表 す場 合 が ある こ とにつ いては かね

て か ら指 摘 されて きたの だが,記 述 とい う面 で は,こ の現 象の存在 を紹介

す る程 度 の簡単 な もの に とどまつて いた。したが って,上 に述 べた よ うな,

受 動接 尾 辞が あ るの にそれ を用い ず,使 役接尾 辞 を用 い て受動の意 味 を表

す のは なぜか,使 役接 尾辞 と受動接尾辞 は どの よ うに使 い分 け られ てい る

の か,と いった疑 問 に正面 か ら取 り組な よ うな研 究 は,こ れ まであ ま り行

わ れて こなか つた。

 本稿 で は,チ ュル ク語の 中で もと くにキル ギス 語 に注 目 し,使 役文 が受

動 の意 味 を もつ場合 につ いて考察 を行 う。使役 文 が受動 の意 味 をもつ とい

う現 象 は,Yuldasev(1988)が 言 うように,古 代 チ ュル ク語 にまで遡 る長い

歴 史 をもつ現象 であ り,古 代 チュル ク語 の時代 か ら千数 百年 を経 て広大 な

地域 に進 出 し定着 した現代の チュル ク語 の各方 言 に,こ の現象 が どの よう

に受 け継 がれて い るのか を知 ることは,未 だ謎 の多 いチ ュル ク語 の方 言形

成 の プロセス を探 る ヒン トにな ると思わ れ る。後 に詳 し く述 べ るが,本 稿

で 問題 とす る現象 は,東 西 に長 く帯状 に分 布 す るチュル ク語 の分布 域 の 中

で 西 に行 くほ ど現 れ る頻度 が低 くな り,東 に行 くほ ど用 い られ る表 現 の範

囲 が広 くな る とい う傾 向が あ る。天山 山脈 の北 麓 に国土 を有 す るキル ギス

タ ンを中心 に話 され るキル ギス語 は,チ ュル ク語 の分布域 の ほぼ中央 に位
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置 して い る こ とか ら,使 役文 が受動 の意味 を表 す とい う現 象 の方 言 ご との

現れ 方の 違 い を明 らか にす る ための 比較標 準 と して適 した言 語 で あ る と

筆者 は考 え る。

 本稿 では,次 の ような構 成 で論述 を行 う。まず,2章 で使 役 文 が受動 の

意 味 を表 す とい うの は ど ういう ことかa言 い換 え れば9ど の よ うな文 を 「受

動の意味 を表 す使 役文 」 と呼ぶ のか を明確 に し,そ の上 で,そ の特徴 を も

とに 「受 動 の意 味 を表 す使 役文」 の下位 分類 を行 う。3章 で は,分 類 され

たタイ プ ご とに,そ れ らの表現 がキル ギス語 にお いて どの ように現 れ るか,

使役接 尾辞 と受動接 尾辞 は どの ように使 い分 け られ て い るか を,他 のチ ュ

ル ク語 と比較 しなが ら考察 す る。そ して4章 で は,チ ュル ク語 だ けで な く,

モ ンゴル 語 や朝鮮 語,日 本語 な どを視 野 に入れ た通 言語 的 な観点 か ら使 役

と受動の 関係 を論 じ,そ こか ら再び キル ギス語 にお け る 「受 動 の意昧 を表

す使 役文 」 とは何 か につ いて考 えてみ たい。

2.受 動 の意 味を表 す使 役 文

2.1使 役 文 が受動 の意 味を表すというの はどういうことか

 本節 では,ど の よ うな文 を 「受動 の意味 を表 す使 役文 」 と呼 ぶ のか を明

確 に してお きたい 。 まず,次 の文を見て もらい た い。

(2) Kyrg. Men but-um-du it-ke kap一 勝 ・-di=m.

私   足・1単所有一対格 犬一与格 噛む一使役 ―過去一1単

            「私 は 自 分 の 足 を 犬 に 噛 ま せ た 」

 本稿 で はa動 詞語 幹 に使役接 尾辞 がついた形 を動 詞使 役形 と呼 び,動 詞

使 役形 を述 部 に もつ 文 を使 役 文 と呼ぶ2。 そ こで,(2)の 文 は使役 文 で あ

り,こ れ を直訳 す る と,上 の ように 「足 を犬に噛 ませ た」とな る。しか し,

実 際の意味 内容 と して は,複 数 の解 釈 が成 り立 つ可 能性 があ る。Kormusin

(1975)で はaヤ ク ー ト語 の 同 様 の 例 に つ い て(Atax-p勘ik-ka

2例 えば キル ギス語 の 濯 β謙 σδ銘 『彼 は ドアを開け た」 とい う文は
,「彼Jの 行為

に より対象の状 態変化 ない し位 置変化 が引き起 こされ た とい う意味で 一般 的な用語

に よって使 役 文(causative sentence)と 呼 ぶこ とも可能 であ る。 しか し,こ の文は

述部に動詞使役形 を含 むものでないため,本 稿での 「使 役 文」の範疇 には入れない 。
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�i'r-tar-di=m.;足 ―1単所 ―対格 犬一与格 噛む一使役―過去一1単)複 数 の 解 釈 が成

り立 つ こ とが 述 べ られ て い る が,そ の表 現 に な ら っ て 示 せ ば,そ の 可 能 な

複 数 の解 釈 とは 次 の よ うな も の に な る。

(3)①(故 意 に)犬 が 自分 の足 を噛な ように仕 向 けた

②(意 識 的 に)犬 が 自分の足 を噛むの を許 した,あ るいは妨 げなか

  った

③(う つか り)犬 が 自分の足 を噛 むの を許 した,あ るいは見逃 した

 ① の解釈 は,文 の主 語で ある 「私 」を使役 動 作 の意 図的 な発動主体 で あ

る とす る もの であ り,「 使役 主体 が意図的 に他 の主 体 に一定 の動作 や行為

を強 要す る」 とい う典 型的 な使 役 の状 況 にも っ とも近 い 。時間軸上 の事態

の推移 とい う点で は,ま ず主語 であ る 「私 」に よる何 らか の意図的 な引 き

起 こ しの 行為 があ り,次 に,こ れ に よってr.犬 が足 を噛 む」 とい う事 態が

引 き起 こされ た とい う ことを示 してい る。これ に対 し,③ の解釈 で は,時

閻的 な事態 の経 過順 にお いて① の解釈 とはま った く逆 の状 況 を示す 。すな

わ ち,ま ず 「犬 が足 を噛 む」とい う事 態が起 き,次 に,文 の主 語 であ る 「私」

が それ を無 意 識 的 に許 容 す る とい う行為 が行 わ れ た とい うこ とを示 して

い る。② の解釈 は,時 間上 の事態 の推移 とい う点 では③ と同 じであ るが,

文 の主語 で あ る 「私 」に 「犬 が足 を噛む」 とい う事 態 を許容 する とい う意

図性 が認 め られ る とい う点 で① に近 く,い わ ば① と③ の解釈 の 中聞的 な も

の であ る。

 ② の 解 釈 は 「意 図 的 な 許 容 使 役(volitional permissive-causative)」,③ の

解 釈 は 「非 意 図 的 な 許 容 使 役(nonvolitional permissive-causative)」 と呼 ば

れ る こ と も あ る が,こ れ らの解 釈 が示 す 事 態 は,意 味 的 に は 「使 役 」 と い

う よ り 「受 動 」 に 近 い 。名 詞 句 に与 え られ る意 味 役 割 とい う観 点 か ら捉 え

る と,① の 解 釈 に お け る 「私 」 は事 態 の 発 生 に お け る使 役 主(causer)の

役 割 を担 う の に対 し,③ の解 釈 にお け る 「私 」 に は,影 響 を 受 け る者 と し

てaffecteeあ る い はunderg�rと い うよ うな 意 味 役 割 が 与 え られ る とい う

こ と に な る。 ③ と同 じ事 態 を 日本 語 で表 現 す れ ば,次 に 示 す よ う に,「 私

は足 を犬 に噛 ま れ た 」 と い う 「間 接 受 動 」 と呼 ば れ る受 動 文 の 形 式 に よ つ

て 表 さ れ る こ と に な る。
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(4)日 本 語の 間接 受動 文 「私 は足 を犬 に噛 まれ た」1

         [私(非 意図的)] ←影響[足 を犬 が噛 ん だ]

キル ギス語 の使 役文(2)=

(3①)の 解 釈:[私(意 図的)]→ 引き起こし [足 を犬 が噛 んだ]

(3②)の 解 釈:[私(意 図的)]  F影 響[足 を犬 が噛 んだ]

(3③)の 解 釈:[私(非 意図的)〕 F影 響[足 を犬 が噛 んだ]

 間接 受 動(indirect passive)は,日 本語 の 受動 文の分類 のひ とつ で,対

応 する能 動文 を もた ない受 動文 をい う。例 えば 「足盤 犬並 噛 まれ た」 とい

う受動 文 には 「犬盤 足亙 噛 んだ」 という能 動 文 が対応 す るが,「 私 昼 足亙

犬匹 噛 まれ た」とい う受 動文 には対応 する能動 文 が ない。日本語 の 受動 文

で は,動 詞 の意 味上 の 目的語(動 作 の対象)が 文法 上の主語 になれ るだ け

で な く,そ の 動作 に よ つて影響 を受 け る(affected)別 の主 体 も,文 法 上

の主語 に置 くこ とがで き,こ の場合 には対 旛 す る能動文 が存在 しな い。間

接 受動 は,一 般 に被 害 や迷 惑 な影響 を受 ける こ とを表 す の で 「迷 惑 受 身

(adversative passive)」 と呼ばれ る こともあ る。

 (4)に 示 した よ うに}キ ルギス 語の使役 文(2)に よって表 され る事 態

の構造 は,日 本語 の 間接 受動文 によ つて表 され る意 味 内容 にほぼ相 当 す る

場合 があ る。言い換 えれ ばs日 本語 の間接 受動 文 に よって 表 され る意 味 内

容 を,キ ル ギ ス語 で は使 役文 を用 いて表 す場 合 が あ るとい う ことに な る。

これ は次 に み る ように,他 のチ ュル ク語 にお いて も広 くみ られ る現象 で あ

る(ヤ クー ト語 と ウズベ ク語の例 はSeerbak 1981:ユ20,カ ザ フ語の 例 は飯

沼1995,ト ル クメ ン語 の例 はYuldasev 1988:293,ト ル コ語 の例 は ビ ョケ

ソイ2000:93に よ る3)。

(5)a.私 は 私 の 時 計 を 盗 まれ た,

b.Yak. Cahi=b�麩   uor-dar-di=m.

    時計・1単所存 対格 盗む偵 役 過去・1単   「私 は 私 の 時 計 をﾘま れ た 」

c.Uzb. U pul-i-ni 偰irla-t-di.

    彼 お金3所 有・対格 盗む・使役過 去一ﾘ(3単) 「彼 は 彼 の お 金 を盗 まれ た 」

d.Kaz. Men nﾘrse-m-di urla-t一�   a l-d�麥.

    私 持ち物^1単所有・対格 盗む・使役・副動詞 取る―過去・1単

                r私 は私の持ち物を盗まれてしまった」

3表 記 についてキリル文字 からの翻字やグロスの添加などの修 正を加 えている
。翻字法 は

論文末 参照 。
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e.Turkm.

f.Turk.

大崎 紀子

Vax, infim, bas myrd manatpul-um-y  al-dyr-dy-m.

ああ おい  5 千  ループル お 金 ・1単所 有一対格 取 る・使 役 過 去_1単

       「ああ,お い,私 は5000ル ーブルの お 金 を取 られ た 」

Taro c�dan-z-nz dal-dar-dz.

太 郎 財布一3所対格 盗む一使役過 去・�(3単)「 太 郎 が 財 布 を盗 まれ た 」

 (5f)の 例 につ いて,ビ ョケ ソイ(2000>は 「財布 が盗 まれた こ とは太

郎の意 識 外 に行 われ,そ の結果 と して太郎 が影響 を うけた とい う意 味 が生

じる」 と述 べてい る。そ して,こ の ような文 を 「使 役構 造 受動文」 と呼 ん

で,そ れ が望 ま し くない結果 を表 す場合 に限 られ るこ とな ど,日 本語 の聞

接 受動 文 との共通性 を指摘 してい る。

 日本 語 で表現 すれ ば受動文 にな るか らとい って,そ れ がそ の まま 「受動

を表 す」 とい う ことで は決 してない 。ここでは 「意 味的 に受 動 を表す」 と

い うこ とを 「文法 上の 主語が,動 作 の主体 で はな く,動 作 の対象で あ る場

合,ま たは その 動作 に よつて影 響 を受け る主体 で あ る場 合 」と捉 えてお く

こ とにす る。す る と,(5)に 挙 げたチ ュル ク語 の例 は どれ も使役 文の形 式

を とる もの の,意 味 的 には 「受動文」で あ る と言 って よい 。本稿で は,こ

れ らを「受 動の意味 を表す使 役 文」と呼ぶ。 ビョケ ソイ(2000)に よる 「使

役構 造受 動文」 とい う用語 は形 式 が受動文 なの か,意 味 的 に 「受動文 」な

の かにつ いて混 乱 を招 くお それがあ るので本稿 で は用 い ない こと とし,幾

分迂 言的 で はあ るが 「受動の意 味 を表 す使役 文」 とい う表現 を用 い る。

2.2受 動 の意 味を表す使役 文の下位 分類

 キル ギ ス語 をは じめ,チ ュル ク語 の 「受動の 意味 を表 す使 役文」は,統

語 的及 び 意味 的な観 点 か ら,い くつ かのタ イ プに分類 す る こ とがで きる。

この下位 分類 につ いて述べ る。

2.2.1直 接受動 相 当の使役文と間接 受動相 当の使 役 文

次 のキル ギス語 の二 つの文 を見 て も らいた い。

(6) a.Kyrg. Al saga   ur-dur-ba-y-t.
彼  お前(与格) 叩く一使役一否定現 未一3単

           「彼はお前 には叩かせない/叩 かれない」
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b.Kyrg. Men koselyok(g)-um-du aT-d'ir-d�麥.

    私  財布一禅 所脊 対格   敢る捜 役 過去・1単 「私 は 財 布 を 取 られ た 」

(6a)の 文 で は,述 部 の 動 詞 句 の 文 法 上 の 主 語 に あ た るal「 彼 」 は, ur-

「殴 る」と い う動 詞 の表 す 動 作 の 主体 で は な く,動 作 の 直 接 の 対 象 で あ る。

本 稿 冒頭 の(1)で 挙 げ た,"Ur-gan kisi--d�3 menen, ur-dur-gan kili‐hol

menen."「 殴 つ た 人 は 丘 に よ つ て,殴 られ た人 は 道 に よ っ て 」 と い うキ ル

ギ ス語 の 諺 も,同 様 にur-dur-gan「 殴 られ た」とい う動 詞 句 の 主 語kisi「 人 」

は,動 作 の 直 接 の 対 象 で あ る。

 これ に対 して,(6b)の 例 で は, al-「取 る」 とい う動作 の直接 の対象 は

koselyok「 財 布」 で あ り9文 の主語 であ るmen「 私 」は 財布 の所 有 者 とし

て 間接 的 に 「取 る」 とい う動作の影響 を受け る主体 だ とい う こ とに な る。

 この よ うに。(6a)と(6b)は,動 作 の対象 が文 法上 の 主 語 に な るか,

それ とも,直 接 の 動作対 象 を示 す対格 名詞句 を保 つた ま ま動 作 に よ つて 影

響 を うける別 の主体 が文 法 上の主語 にな るか とい う点で違 いが あ る。これ

を受動 文 の分類 に当て はめ て考 える と,(6a)は 直接 受動文 に,(6b)は 間

接受動 文 に相 当 す る と言 うこ とがで きる。本稿で は(6a)の よ うな使 役文

を「直接 受 動相 当の使役 文J,(6b)を 「間接受動 相 当の使 役 文」と呼 んで 区

別 する こ とにす る。

 (5)に 挙 げ たチ ュル ク語 の例 は9ど れ も 「間接 受動 相 当 の使 役文 」 で

あ る。チ ュル ク語 の各方 言 を観 察 す る と,「 間接 受 動相 当の使 役 文」 は程

度の差 は あ れ,ど のチ ュル ク語 に も見 られ るが,(6a)の よ うな 「直接 受

動相 当の使 役文 」はaこ れ を許 容す るか ど うか,許 容 す る場合 には どの程

度許容 す るか に よ って方 言 のタイ プが分かれ る ように思 われ る。

2.2.2再 帰 的 使 役 文:意 図 性 の 有 無

 以上 の ように,チ ュル ク語 の受動 の意 味を表 す使 役文 は,統 語 的な観 点

か ら,相 当す る受 動文 の種類 によつて 「直接 受動相 当の使 役 文 」 と 「間接

受動相 当の使 役 文 」の2つ に分 かれ るが,こ れ とは別 に,チ ュル ク語 の受

動 の意 味 を表 す使 役文 には異 な る観点 か ら分類 され る タイ プ が存在 す る。

(7)a.Kyrg. Vrac-ka ukol say-d'�-dz-m.
医者一与格  注射 刺す・使役 ・過去・1単  (Kudaybergenov 1987:252)

           「私 は 医 者 に 注 射 を刺 させ た/刺 され た」
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b.N.Uyg. M舅 sakfil-im-ni al-dur-du-m.

私  ひげ一1単所有一対格 取る一使役一過去一1単    (Seerbak 1981:120)

             「私 は ひ げ を剃 らせ た/剃 られ た」

 (7a)の 例 は,文 字通 りに解釈 すれ ば明示 され て い るの は 「私 が 医者 に

注 射 を刺 させ た」 とい うことだけで,誰 が注射 を刺 され たの かは明確 には

分 か らな いは ずであ る。だが特 に文脈 な どで指定 がな い限 り,注 射 を刺 さ

れ たの は 「私 」だ と解釈 され る(大 崎2000:70)。 つ ま り,動 詞の表 す動

作 の対 象が 文法上 の主語 にな るとい う点 で 受動の解 釈 が成 り立 つ。

 この とき,論 理 的 には,「 医者 に(自 分 に)注 射 をす る よ うに強制 した」

あ るい は 「医者 に頼 んで(自 分 に)注 射 を して も らった」 とい う使 役の解

釈 と,「 私 」 の意 思 と関係 な く 「医者 に注射 を され た」 とい う解釈 の両方

が成 り立つ 。(7b)に ついて も同様 に,「 命 令 してひ げ を剃 らせ た」あ るい

は 「頼 ん でひ げ をそ つて も らつた」 とい う使 役 の解釈 と,「 無 理 や り/勝

手 にひ げ を剃 られ た」 とい う受動の解釈 の両 方が,一 応 成立 す る。

 使 役 の解釈 も受動 の解釈 も成 り立 つ とい う点 で はa前 節(5)で 挙 げた

「財 布 を盗 ませ た/盗 まれ た」とい う典型 的なチ ュル ク語 の 「受動の意味

を表 す使 役文 」で も同 じで あ るが(前 節(3)参 照)9使 役 の解 釈 と受動 の

解 釈 の どち らが よ り自然 で あ るか,言 い換 えれ ば,ど ち らの解 釈 の方が特

別 な文脈 を必 要 としな いか,と い う点 を考 え る と,(5)に 挙 げた もの と(7)

の例 との間 には違 いが あ る。すなわ ち9(5)の よ うに 「財布 を盗 まれ た」

とい う ような例 では,受 動 の解 釈 の方が 自然 で,使 役 の意味 に解釈 す るの

にはか な り不 自然 な文脈 を考 えな ければ な らな い 。 これ に対 して(7)の

例 では,使 役 の解釈 の 方が 自然 で,受 動 の解釈 は成 り立 ちに くい。

 (7)の 例 は,動 詞 の表 す動作 あ るいはそ の利益 の 方 向が文 の主 語 に向

け られ て い るこ と,文 の主語 が事態の 引 き起 こ しにっ いて積極 的な関与者

で あ る とい う解釈 が成 り立 つ ことな どか ら,受 動文 よ りもな しろ再帰文 と

共通 す る点 が多 い。チュル ク語 の再帰 文で は,次 の よ うに,動 詞語 幹 に再

帰接 尾 辞 が付 加 され た動詞再 帰形 を述部 にもつ こ とに よ り,動 作 が動作主

体 その もの,ま たは動作 主体 の所有 物 に向 け られ る こ と,あ るいは動作 が

動作 主 体 の ため にお こな われ るこ と(動 作 の利 益 が動作 主体 に向 け られて

い る こ と)な どが表 され る(cf. Seerbak 1981:112)。

(8)a.Turk. ynka-n-「(自 分 を)洗 う」 tara-n-「(自 分 の)髪 を とか す,髪 を整 える」

洗 う一再 帰 一         髪 を とか す一再 帰 一
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b.Kyrg.〃sakta-n-「 自 慢 す るJ

    ほめる一再 帰 一

Ata bol-du-m dep  makta-n-ba, adam bol-du-m de-p makta-n.

父 なる・過去一1単 言う一副動詞 ほめる・再帰一否 定 男 なる一過去・1単 言う一副動詞 ほめる―再帰

       「父 にな っ た と言 つて 自 慢 す るな,男 に な っ た と自 慢 せ よ(諺)」

 上記 の よ うな典型 的 な再帰 文 にお いては文法 上 の主 語 が 動作主 であ り,

動作 主 とそ の動作 の対象 が 一致 す るが,(7)に 挙 げた使 役 文 では,文 法 上

の主語 自体 は動作 主で は な く,別 の主体 に 自分 に対 す る行 為 をさせ る とい

う点で,典 型 的な再帰 文 とは異 な る。文法 上の主 語 が動作 主体 で はな く動

作 の対 象 で あ る とい う点 だ け を考 えれ ば,(7)の よ うな使 役 文 をr受 動 の

意 味 を表 す使 役文 」にま とめて も よい。 しか し,文 の主語 が動作 の 対象 で

あ りな が ら事 態 の 引 き起 こ しに積 極 的 に 関与 す る とい う点 を重視 して,

(7)の よ うな使役文 を(5)の ような使 役文 とは区別 して捉 えてお きたい 。

そ こで,「 受 動 の意 味 を表 す使役 文」 の下位分類 と して,(7)の ような使

役 文 を「再 帰 的使 役文 」と呼 んでお く。

 この よ うに(5)の 使 役 文 と(7)の 使役文 の違 い は,動 作 の対象(あ る

いは動 作 によ って影 響 を受 け る主体)で あ る文 の主語 にa事 態 の引 き起 こ

しに対 す る明確 な意 図性 が認 め られ るか どうかで あ る。 そ こでar受 動の

意 味 を表 す使 役文」の う ち,文 の 主語 に意図性 が 認め られ る場合 を 「再 帰

的使 役 文 」 と呼ぶ,と 単 純 に定義 したい ところだ が,実 際 は も う少 し複 雑

であ る。例 えば,次 の よ うな使 役文 を どの よ うに捉 え るべ きか を考 えな け

れば な らな い。

(9)a.Turk.

b.Turk.

Saltanat gemi-si kaplan-saz kal-ar-sa  輟k ge辷麥eden

王 国    船 一3所   船 長 一無 し  残 る―超越 時制 一仮 定 多 く 経 つ・前 に

bin-dir-ir   kayaltk-lar-a

乗 る一使 役 ・超 越 時 制 岩礁 一複 数一与 絡

   「王 国 とい う船 は 船 長 なしでは,す ぐに 岩 礁 に 乗 り上 げ て しまう4」

Y/asfiye Teyze y�一�麩� kaz-drr-dz.

ゲ ァスフィエ お ば さん 顔 ―3所 有 一対 格 熱 くな る―使 役 一過 去

「ヴァスフィエおばさんは 自分の顔を熱 くさせた(顔 をほてらせた)」

            (a,bと も に 川 口1999:93)

4引 用元 の川a(1999>の 日本語訳では「スルタンの船滋船 長なしでは,す ぐに岩礁 に乗 り

上げてしまう」。
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C・Kyrg. Men  sizdin   」pal'to―〃μ2r―ga  k�一�-d�  k�-d�-d�� 〃a.

私 あなた(属格) コートー2単所有・与格 目一1単所有一対格 燃える・使役一過去一i単

    「私 は あ なた の コeト に 目を 燃 え させ た(う らや ましく思 った)」

 (9a)は 「船 が(自 分 自身 を)岩 礁 に乗 らせ る」 とい う構 造か ら 「自発

的な ニ ュ ア ンス」 を生 み出 し,(9b)は 「自 らの身体 の 一部 を～ させ る」

とい う構造 か ら 「再帰 的なニ ュア ンスが生 まれ る」 と川 口(1999:93)は

述 べ て い る。(9c)の キル ギス語 の例 もまた身体 名称 が対 格 名 詞句 と して

現 れ た再帰 的 な慣用 表現で あ る。これ らの表現 は,(7)の 例 とは異 な り自

動詞 を も とに した動詞 使役形 を述部 にもつ文で あ るが,2.1で の定義 に従

う と,こ れ らも使 役文 であ る。そ して(9)の 使役 文は,使 役 主体 と被 使

役主体 が同 一,あ るい は所有者 と所有物 の関係 にあ るこ とか ら,再 帰的 な

使 役 文 だ と言 う こ ともで きる。

 しか しな が ら,「 再帰的使役 文」 と呼ん だ(7)の 使役 文 とは,(9)の 使

役 文 は次 の2つ の点 において異 なつてい る。1つ は,事 態 の引 き起 こ しに

つい て使 役 主体 た る文 の主語 に意 図性 が認 め られ ない とい うこ とで ある。

風 聞(1999)が(9a,b)の トル コ語 の例 につい て 「再帰 的 非 意図的 な用法

の例 とみ な す ことがで き」る と述べて いる通 り,(9)に 表 され てい るのは

非意 図 的 に発生 した事 態で ある。この点で,事 態の 引 き起 こ しにつ いての

意 図性 に着 目 して 区別 した(7)の 「再帰 的使 役文」 とは異 な る。そ して

2つ め の違 い ば,別 の主体が介在 す るか ど うか であ る。(7)の 場合 は上述

の通 り 「別の 主体 に 自分 に対 す る行為 をさせ る」こ とを表 すの で主語以外

の主 体 が介在 す るが,(9)の 場合 にはその ような こ とはな く,単 一 の主体

(あ るいは 同一 主体 とみなす こ とので きる,主 体 の所 有物 な ど)の 範 囲 内

で事 態 が完 結 して しま う。 この点 におい て,(9)の よ うな使 役文 は,「 再

帰 的 」 と言 う こ とはで きて も,「 受動 を表 す」 と言 うこ とは で きない とい

うこ とに な る。「受動 を表 す」 とい うため には別 の動作 主 体 を表 示で きな

けれ ぱ な らない。つ ま り,「(意 図的な)再 帰 的使役 文」 は 「受動の意 味 を

表 す使 役 文」の下位分 類 として存在す るが,「(非 意 図的 な)再 帰 的な使 役

文 」 は 「受動 の意 味 を表す使 役文」 には含 まれ ない 。この こ とは,(9)の

よ うな使 役 文 が本稿 の考察対 象 とす る使役 文 か らは除外 され るとい う こ

とを意 味 す る。そ こで,本 稿 にお いては,(7)の ような使 役 文 を単 純 に 「再

帰 的使 役 文」 と呼 ぶ こ ととし,「 再帰的使 役文 」い う場合 は(9)の ような

使 役 文 を含 まず,「 受 動の意味 を表す」 もの だ けを指 す とい うこ とに して

お く。
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 なお,「 再帰 的使 役 文 」 とい う分類 は,前 節 で 述べ た 「直接 受動 相 当 の

使 役文 」,「間 接受動相 当の使 役 文」とい う分類 基準 と対 立 す るもの で は な

い。 した が って,「 受 動 の意 味 を表す使役 文」 の 一部 に 「再 帰的 使 役 文」

があ り,「 再帰 的使 役文 」の 申 にも,「 直接 受動相 当の使 役文 」 と 丁間接 受

動相 当の使役 文」 が存 在 す る こ とにな る。

ここで以上 をま とめ る と次 の ようにな る。

(10)「 受 動の意 味 を表 す使 役文」 の下 位分類

A 直接受動相当の使役文

  A1 直接受動相当の使役文(非 意図的)

  A2 直接受動相当の使役文(意 図的)=再 帰的使役文

B 間接受動相 当の使役文

  B1 間接受動相 当の使役文(非 意図的)

  B2 聞接受動相当の使役文(意 図的)=再 帰的使役文

3.キ ルギス語 において使 役が受動 の意味 をもつとき

 本章 で は,前 節 で分類 した直接 受動相 当の使 役 文9間 接 受動相 当の使 役

文 それ ぞれ につ いて,そ れ らの表現が キルギ ス語 におい て どの ような場合

に成立 す るか を,他 のチ ュル ク語 と比較 しな が ら考察 する。

3.1直 接 受動 相 当の使 役 文

3.1.1他 の チュル ク語 とキ ル ギ ス語

 既 に 挙 げ た キ ル ギ ス 語 の 例(1)ur-dur-gan kili「 殴 られ た 人 」 はaチ ュ

ル ク語 の どの 方 言 で も 受 動 の 意 味 を も つ わ け で は な い。例 え ば,新 ウ イ グ

ル 語 でr殴 られ た 」 を 表 せ る の はur-ul-yan(殴 る一受動 過 去)だ け で あ り,

使 役 形(N.Uyg. ur-yuZ-yan)は 使 役 の意 味 に しか 解 釈 で きな い 。

 直接 受 動 に相 当す る場合 に受動文では な く使 役 文 が用 い られ る例 は,次

の ようにキル ギ ス語 だ けで な く,カ ラカル パ ク語,ト ル クメ ン語,バ シ ユ

キル語,ハ カス語,ヤ クー ト語 な どにもみ られ る。
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(11)a.K. Kalp.

b.Turkm.

c.Bask.

d.Khak

e.Yak.

Men

 私

Araba

荷馬車

tot-tor一

捕 える・使 役 一

sox-t�一

殴 る。使 役 ・

Kuobax

ノウサギ

50洛 ∫か一4彦L溺.       f私 は 殴 らせ た/殴 られ た 」

殴る一使役一過去一1単           (vS eerbak 1981:120)

bilen tovran tut-dur-maz.

によって ノウサギ  捕える・使役一否定・�(3単)

   「荷 馬 車 で 追 い か け て もノウサ ギ は 捕 まらな い(諺)」

               (Yuldasev 1988二293)

「つかませる,捕 まえるよう仕 向ける,自 分を捕まえさせる」

              (Yuldasev 1988:293)

「(誰かを)殴 らせる/自 分 を殴るのを許す」

         (Karpov 1975:180)

soxso-go batta-p-p�.

わな一与 格  挟 む一使 役 一過 去 結 果 ・¢(3単)

   「ノウサ ギ が わ な に 挟 ま れ た1(Kormusin 1975)

 直接 受 動 に相 当す る場合で使役 文が最 も頻繁 に用 い られ るの は,お そ ら

く トウヴ ァ語 と,カ ラガス(ト ファラル)語5で あ ろ う と思 われ る。

(12)a.Tuv.

b.Tuv.

c.Tuv.

d.Tuv.

e.Karag.

f.Karag.

�1�-t-ken  xoy

殺 す―使 役 一過去   革

darla-kci=lar bolgas

苦 しめる・者 一複 数    と

T�ee-ler xural-ga

代 表 ―複 数   集 会 ・与 格

「殺 された羊」

darla-t-kan―lar「 迫 害 す る者 とされ る者 」

苦しめる・使役―過 去。複数

50〃8〃 イー加 κ一nar

選ぶ一使役一過去・3複

       「代 表 らが 集 会 に選 出 され た 」

(a,b, cと も にParmbax 1961:275)

Xoy b��點e c"i-dir-ken.

羊  狼 一与格  食 べる一使役 ・過 去 ・ﾘ(3単)

Ool  �"t-ka �"s'ir-t-kan

男 の 子  犬一与 格  噛 む ・使 役 一過 去 ・¢(3単)

Ord nes-ka ba"sir-t-kan

彼  木 ・与 格  押 さえる一使役 一過 去 ・ﾘ(3単)

「羊 が 狼 に食 べ られ た 」

(Johanson 1998:56)

「男 の 子 が 犬 に 噛 まれ た 」

  v(Scerbak 1981:120)

「彼 は 木 に 挟 まれ た 」

(Rassadinl978:138)

5ト ゥヴァ と隣接 す る地域で使 用される言語
。カラガスは言語名 だが,民 族 名及 び

ロシアでの 名称 は トフ ァラルである。話者は 「1959年 には560名 の話者 が記録 され

てい るが,現 在 何名残 って いるか明 らかでない」(庄 垣 内1988)と い う。
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 トゥヴァ語 や カ ラガス 語で も,他 のチュル ク語 と同 じよ うに,使 役接 尾

辞 と受動接 尾 辞 は別個 の形 式 と して存在 す る。 しか し,上 記 の例 にみ る よ

うに受動 の意 味 を表 す場 合 に動詞使役形 が多用 され る。Pal'mbax(1961:

274)は トゥヴ ァ語 の使 役 につ いて次 の ような特 徴的 な 記述 を してい る。

 「トゥヴァ語 におけ る使役 態は,意 味的なニ ュア ンス,形 成 方法,及 び統

語的 な特 殊性 において他 のチュルク語 とは異な ってい る.(中 略)使 役態 に

は次 の ような基 本的 な意 味がある,① 使役一`誰 か に何 かを させ る',② 受

動一`誰 か によ る行為 を受ける'`誰 かが 自分 に対 して行 う行為 を許 す'」

 カ ラ ガ ス 語 に つ い て も,Rassa臺n(1978:136)ζ ま,カ ラ ガ ス 語 の 使 役 態

の 意 味 と して 「使 役 の 意 味 」 と 「受 動 の 意 味 」 と を,ト ゥ ヴ ァ語 に 関 す る

Pa1'mbax(2961)と 同様 に 並 べ て記 述 して い る。 トゥ ヴ ァ語 とカ ラ ガ ス 語

は 「1言 語 の2方 言 と い え る く らい に類 似 」して い る と言 わ れ て い る が(庄

垣 内1989:1273),上 記 の よ うな 「使 役 態 」 の 特 徴 的 な 意 味 記 述 に 関 して

も両 言 語 の 間 に は 共 通 性 が 認 め られ る 。そ してPal'mbax(1961)の 言 う よ

う に,こ の よ う な記 述 の 仕 方 は他 の チ ュル ク語 の 文 法 記 述 に は 見 られ な い 。

 さ らに(11)や(12)に 挙 げた トゥヴ ァ語や カ ラガス語 に特 徴的 な直接

受動相 当の使 役文 と,キ ル ギス語 の場合 とを比 較 す る と,互 いの違 いが 明

らか にな る。キル ギス語 で は,直 接 受動 に相 当す る場合 に使 役 文 を用 い る

場合 は見 られ るもの の9必 ず しも一般 的な表現 とは言 えな い。直接 受動 に

あた る表 現 では,一 般 的 には,次 の ように受動接 尾辞 を用 い た受動 文 に よ

って表現 さ れ(13a,�),使 役接尾辞 を用 いた場 合 とは表 す意 味 が異 な つて

くる(13c)。

(13) a.Kyrg.

b.Kyrg.

c.Kyrg.

Koy b��麋� je-dil-gen /*je-dir-gen.

羊   狼 一与 格   食 べる一受動 一過 去 食 べる―使 役 ―過 去

                 r羊 が狼 に食 べられた」

�t�一�1-g� koy   r殺された羊」  (cf.(12a))

 殺 す 一受 動 一過 去 羊

�tur―i-k� kay    f(誰かが誰か に命 じて)殺 させた羊」

殺 す 一使 役 一過 去 羊

 また,キ ル ギス語 におい て,(14a)の ように間接 受動 に相 当す る場合 で

使 役接尾 辞 が用 い られ る場合 で も,(14b,c)の ように,直 接受 動 になれ ば
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受 動接 尾 辞 が用い られ,(14d)に 見 るよ うに,(12)の トゥヴァ語 や カ ラ

ガス 語 の よ うな使 役 接 尾辞 を用 いて 直i接受動 に あ た る表 現 をす る こ とは

で きない。

(14)a.Kyrg.

b.Kyrg.

c.Kyrg.

d.Kyrg.

Men at一�-d� uurda-t-ti=m. 「私 は 馬 を 盗 ま れ た 」

私 馬4単 所 有 一対 格 盗 む・使 役 ・過 去 一1単

At一�  uurda-1-d�.   「私 の 馬 が 盗 ま れ た 」

馬 一1単 所 有 盗む ―受動 ―過 圭・¢(3)

uurda-1-gan at   「盗 まれ た 馬 」

盗 む一受 動 ・過 去 馬

*At一�  curda-t-ti:

馬 一1単所 有 盗 む ・使 役 ・過 去・�(3)

 2.2.2で 述べ た再帰 的使 役文 につ いて も,キ ル ギス語 と トウヴァ語 の間 に

は 明確 な違 いがあ る。トゥヴ ァ語 には次の よ うな再 帰 的使役 文 がみ られ る。

(15)Tuv. ﾖ�enikci-ler em ci-ge sinci-t-ken-ner.

      生 徒 ―複 数    医者 一与格 注 意して見る・使 役 ・過 去 一3複

Suptu kadik bol-gan-nar.

全 員   健 康   なる一過 表・3複

r生徒らは医者 に見させた/見 てもらつた.全 員健康であつた.」

             (lsxakov 1961   127)

 上 の例 で は,sinci-「 注意 して見 る」 とい う動 作 の直接 の対象 は,文 の

主語 であ る�renikci-ler「 生徒 」で あ り,「 再帰 的使 役 文」の 中で も 「直接

受動相 当の使役文 」にあ た る。この ように トゥヴ ァ語 では再帰 的使 役 文 で

も直i接受動 に相 当 す る使役 文 が許容されて い る。

 しか しな が ら,次 にみ る ように,キ ル ギス語 では(15)の ような使役 文

にお いて トゥヴァ語 の ような 「自分 たちを見 させ た/見 て も らったJと い

う再 帰的 な解釈 は成 り立た ず,(16a)の よ うに再帰 的 で はない使 役 の解 釈

しかで きな い。再 帰 的 な表現 を するためには(16b)の ように再帰接 尾辞

を用 い る。
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(16) a.Kyrg. Okuucu-lar

生 徒 一複 数

b.Kyrg. Okuucu-lar

      生徒一複数

vrac-ka klin-s�一�-t�.6

医者 一与 格 見 る一使 役 一3複 一過 去

  「生 徒 た ち は 医 者 に(何 か を 〉見 させ た/見 せ た」

vrac-ka k�-iin一�-t�.

医者・与格 見る再 帰一3複一過 去

「生徒たちは医者 に見 てもらつた」

 すな わ ち,再 帰接 尾 辞 を用 い た(16b)で は 「生 徒 た ちが 身体検 査 を 受

けた」 とい う解 釈 が成 り立 つ が,使 役接 尾 辞 に よ る(ユ6a)で は 「身体 検

査 」 とい う事態 には解釈 で きない 。だが,(16a)に 「手 を」 あ るい は 「歯

を」な どの 直接 目的 語 を挿 入 して 「間接 受動 相 当の使 役文 」にす ると,再

帰 的な解釈 が成 り立 つ。

(17)Kyrg. Okuucu-lar vrac-ka tis-u-n  k�-s�一�-t�.

生徒・複数   医者・与格 歯一3所存 対格 見 る一使役一3複一過去

    「生 徒 た ち は 医 者 に歯 を 見 させ た/見 てもらつ た 」

 以上の 考察 か ら,少 な くとも トゥヴァ語,カ ラガス語 と,キ ル ギス語 と

で は直 接 受動 に相 当す る使 役文 を どの程 度許 容 す るか とい う点 にお いて

違 いが み られ,そ れ ぞれ異 な るタイ プに属 す る と言 って よい。つ ま り,直

接 受動 に相 当 す る使 役 文 を,再 帰 的使役 文 を含 め広 く許 容 す る トゥヴ ァ

語 ・カラ ガス語 に対 し,キ ルギ ス語 は 「殴 る」「捕 ま えるaな どの限 られ

た語彙 に しか直接 受 動 に相 当す る使 役文 が用 い られず,し か も用 い られ る

場 面は諺 の ような表現 が多 い とい う,例 外 的 に直接 受 動 に相 当 す る使役 文

を許 容 す るだ けの言語 だ と言 うこ とがで きる。

 一方,ト ゥヴ ァ語 ・カ ラガス語 は,モ ンゴ ル語 と長 年 にわ た る密接 な 言

語接 触 を繰 り返 して きた こ とで知 られて い る。13―14世 紀,モ ンゴル が そ

6Scerbak(1981:117)に よ れ ば,-Sﾖtと い う 接 尾 辞 は,古 代 チ ュ ル ク 語 のk�s舩一

に も 見 られ る も の で,お そ ら く願 望 や 性 向 を 表 す 接 尾 辞 一s艪ﾆ 使 役 接 尾 辞 一tの合 わ さ

っ た も の だ と い う 。 他 方,Kon◎II4V(1956:203)は, g�ter>g�ter>g�setと い う 音

位 変 換 に よ る も の だ と 考 え て い る 。 現 代 語 で は カ ザ フ 語k�set-,バ シ ュ キ ル 語

k�h舩-,ク ム ク 語g�set― な ど に 見 ら れ る が,生 産 的 な 使 役 接 尾 辞 と は 言 え な い 。 そ

こ で,k�-s�一 と い う 動 詞 はS「 見 さ せ るJと い う 動 詞 使 役 形 で は な く,「 見 せ る 」 と

い う 単 一 の 動 作 を 表 す 他 動 詞 だ と い う 見 方 も で き る 。 しか し,本 文(16a,b)に 示 し

た 再 帰 接 尾 辞 が つ い た 形 と の 解 釈 の 対 比 に よ り,や は り,こ こ で は 「見 さ せ る 」 と

い う 動 詞 使 役 形 と して 捉 え られ る と考 え た い 。

 ..
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の 支配 域 を拡 げた 時代 に一部 のモ ンゴル部 族 が トゥヴ ァの 地 に移住 した

と言 われ て い るが,そ れ以来 あ るいは それ以 前 か ら トゥヴァ とモ ンゴル は

あ らゆ る面で相 互 に影響 を及 ぼ し合 って きた。トゥヴ ァの宗 教は チベ ッ ト

仏教 で あ るが,多 くが イス ラム化 され たチ ュル ク民族 の 中では珍 しい存 在

で あ る。 これ は13世 紀 にモ ンゴル が西夏 を滅 ぼ して 以来,接 触の は じ ま

ったチ ベ ッ ト仏教 の影 響 を モ ンゴル と ともに 受 け た こ とに よ る と言 われ

て いる。そ こで,他 の チ ュル ク語 にみ られ る よ うな,イ ス ラム教 を介 して

借 用 した数 多 くの ア ラ ビア語 やペル シャ語 か らの借 用 語 が トゥヴ ァ語 に

はほ とん どみ られ ず,そ の代 わ りに同 じ仏教徒 であ るモ ンゴル語 か らの 大

量 の借 用語彙 がみ られ る とい う(庄 垣 内1989:1224)。

 現 代 のモ ンゴル 語 をみ る と,チ ュル ク語 と同 じよ うに,動 詞語幹 に接 続

す る派 生 接 尾 辞 と して使 役接 尾 辞 と受動接 尾 辞 とが別 個 に存 在 す るが,

Kullmann&Tserenpil(1996:123)に よれば,受 動 を表 すため に多 くの場

合 は使役 接尾 辞 が用 い られ,受 動接 尾辞 が用 い られ る こ との 方 がむ しろ少

な い とい う。 これ は,(12)に 示 した トゥヴ ァ語 や カ ラガス語 のデー タ か

ら導 き出 され る傾 向 と類似 な い し一致 す る現 象 で あ る。上 述の よ うに,ト

ゥヴ ァ語,カ ラガス語 にお け る直接 受動相 当の使 役文 は,チ ュル ク語の 中

で は特異 な振 る舞 い をみせ る。この特異性 が モ ンゴル語 との 言語接触 の結

果 であ る こ とは容 易 に想像 で きるが,確 か な証 左 は ない。詳細 は別稿 に譲

るこ とと したい。

3.1.2キ ルギス語 の直接 受動相 当の使役文 と受動 文

 以 上 の よ うに,キ ル ギス語 にお け る直接受 動相 当の使 役 文は,「 殴 る」

や,「 捕 まえ る」 な ど語彙 的 に限定 された動詞 に限 られ,ま た,諺 な どに

用 い られ る表現 が多 い。つ ま り}非 常 に限 られ た,例 外 的 な表 現だ とい う

ことであ る。 キル ギス 語 の直接 受動相 当の使 役 文 の例 と して挙 げた(1)

や(6a)な ども,次 に示 す よ うに,対 格 名詞句 が省 略 されて い るだけだ と

考 え る こ ともで きる。

(18)Kyrg. Al saga (�一�麩)   ur-dur-ba-y-t.   (cf.(6a))

彼 お前(与 格)(自 身一3所有一対格)叩 く一使役 一否 定・現在一3単

     「彼 は お 前 に は(彼 自身 を)叩 か せ な い/叩 か れ ない 」

この よ うに考 え る と,数 少な いキル ギス語 の 直接 受動相 当の使役 文 も,
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実 は間接 受動 相 当の 受動 文 が外 見 上 直接 受動相 当の よ うに見 え て い る だ

け とい う ことにな り,実 質 的 に直接 受動相 当の 受動 文は ほ とん ど存在 しな

い とい う見方 もで きる 。 しか し9ど の よ うに考 え るにせ よ,「 彼 はお ま え

には叩 かれ な い」 とい う表現 には,上 の よ うに使 役 文 を用 いた表 現 と,次

の ように受 動文 を用 い た表 現 の二通 りの表現 が成立 する。

(19) Kyrg.  Al  saga   ur-ul-ba-y-t.

     彼 お前(与 格) 叩く一受動一否定現 在―3単

「彼 はお前には叩かれない」

 この と き,(18)の 使 役文 と(19)の 受動文 の 間 にはi微 妙 なニ ュ ア ン

スの違 い があ るよ うで あ る。 コ ンサル タ ン トに よれ ば,(18)の 使 役文 で

は,特 定 の個 別的 動作 にお いて 「お まえには叩 かれ ない」 とい う意 味 を表

すの に対 しa(19)の 受動 文 では,よ り恒 常的 な状 態,あ るい は能力 的 な

意 味合 い にお いて 「お ま え には叩 かれ な い(ﾘ彼 の 方 が腕 力 にお い て 強

い)」 とい うニ ュ ア ンス を表 す とい う違 い があ る とい う。

3.2間 接 受動相 当の 受動文

3.2.1チ ュル ク語 全 般 につい て

 前籔 で,直 接 受動 に相 当 する使 役 文は,ト ウヴァ語 な ど一部 の言 語 で は

広 く用 い られ るものの9キ ル ギス語で は ご く限 られ た範 囲で しか許 容 さ れ

な い とい うこ とを述べ た 。これ に対 して,西 方 のチ ュル ク語,例 え ば トル

コ語 な どで は,お そ ら く全 く許容 されない もの と思われ る。他方,闘 接 受

動相 当の使 役 文 はaチ ュル ク語の ほ とん どすべ ての方 言 にお いて許 容 さ れ

る と言 って よい 。チ ュル ク語 の各方 言 に見 られ る間接 受 動相 当の使役 文 の

具体例 は,2.1の(5)な どに挙 げ た ところで あ る。

 この よ うに,闘 接 受 動相 当の使役 文はチ ュル ク語 にお いて広 くみ られ る

表現で は あ るが,そ の現 れ 方 には方 言 によつて違 いが ある。例 えば,ト ル

コ語 で は 間接 受 動相 当の使 役文 が存在 す る と言 って も,(5f)に 挙 げ た よ

うな 「盗 まれ た」な ど,ご く限 られた場合 での み間接 受 動相 当の使 役文 が

用 い られ る。 したが って,次 の ような例で は,文 字 通 りの使役 の意 味 に し

か解釈 で きず,非 意 図的 な事態 に よって影 響 を受け る とい う受 動 の解 釈 は

成 り立 たな い よ うで あ る。
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{2Q) Turk. Bags-am-a  ona  vut'-dur-du-m.
頭一1単所・与格 彼(与格) 打つ・使役一過去一1単

         「私 は 彼 に 私 の 頭 を た たか せ た/*た た か れ た 」

 トル コ語 と比較 す る と,キ ル ギス語で は トル コ語 よ りもは るかに広い範

囲 で間接 受 動相 当の使 役文 が用 い られ る。トル コ語 の ように使役 文 によ る

受動 表現 が 限定的 であ る とい う傾 向は,東 西 に広 く分布 す るチ ュル ク語 の

中で 西 に行 くほ ど強 く,逆 に東 方 に位置 す るチ ュル ク語で は,よ り広 く使

役文 に よ る受 動表現 が用い られ,そ の結果,使 役 と受動 の境界 が曖昧 にな

る傾 向が 強 くな る ように思 われ る。

3.2.2キ ルギス語における間接受動相 当の使役 文 の成 立要 件

 以 下で は,キ ル ギス語 の間接 受動相 当の使 役 文 につ いて,そ の成 立要件

や構 文 的特徴 を考 察 す る。

 閻接 受動相 当の使役文 が,非 意 図的な事態 の発生 を表 す もの と,意 図的

な事態 の引 き起 こ しを表 す もの とに分類 で きる こ とは,2.2.2の(10)で 提

示 した とお りで あ る。間接 受動 相 当の使 役文 は,動 詞 語幹 に使役接尾辞 が

つ いた 動詞使 役形 を述部 に もつ文 であ り,対 格補 語 を備 え た文であ るか ら,

他動 詞構 文 であ る。他動詞 文 にお け る主格 名詞句 には 「動 作主 」 とい う意

味役 割 が与 え られ,対 格 名詞句 には 「対 象」 とい う意 味役 割 が与え られ る

の が典型 であ る。 そ して 「動作 主」 とは普通,意 図的 な動 作 主体で あ る。

ところが,本 稿 で考察 す る間接 受動相 当の使 役 文 には,主 格 名 詞が表 す主

体 に とって,非 意 図的 な事態 の発生 を表 す ものが あ る。間接 受 動相 当の使

役文 とい つて も形 式的 には 「N1がNzにN3をVさ せ る」 とい う普通の使

役文 と同 じ構成 を と り,「N1が(意 図的 に)N2にN3をVさ せ る」 とい う

使 役 の解釈 が成立 す る。 しか し,同 時 に 「N2がN3をVす る とい うことが

N1の 意 図 と関係 な く行 われ,そ れ によ ってN1が 影 響 を受 け る」 とい う受

動 の解 釈 が成 立 する場 合が あ る。本稿 では前者 を再帰 的 使役 文 と呼 んで後

者 と区別 したが,以 下 では,ど の よ うな場合 に後者 の よ うな非意 図的な事

態 の発生 とい う解 釈 が成 り立つ のか とい う問題 につ い て検 討 を行 い たい。

具体 的 には,間 接 受 動相 当の使役文 の成 立要 件 として の 「被 害性」の問題

と,「 所 有 物への被 害」 とい う要件 につ いて検討 す る。
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3.2.2.1間 接 受 動 相 当 の 使 役 文 と被 害 性

 聞接 受 動相 当の使 役文 の うち,再 帰 的使役 文 は,文 の主語 は 自 らが積 極

的な働 きか けの 主体 であ る と同時 に動作 の対象 で もあ り,自 らの利 益 に な

る行 為 を 表 すのが 主で あ るので,基 本 的 に被 害性 を含意 す るこ とは な い。

こ こで 間題 とす るの は,再 帰的使役文 を除 くキル ギス語 の 間接 受動相 当の

使役 文 が,被 害 や迷 惑 を表 す場合 に限 つて用 い られ るの か ど うか,と い う

こ とで あ る。これ まで に挙 げたキル ギス語 に見 られ る間接 受 動相 当の使 役

文 は,ど れ も被 害 や迷 惑,望 ま しくな い事 態 を表 す もの ば か りで あ った 。

新 たな例 を加 え,い ま一 度,こ の点 を確 認 して お こ う。

(21) a.Kyrg.

b.Kyrg,

c.Kyrg.

de Kyrg.

深皿_1単 所有一対格 子供一1単所一与格 割る一使役一過虫一1単

           r私 は 自分 の深 皿 を子 供 に 割 られ た 」

e.Kyrg. Bala kol-u-n eirkey-ge c"ak-tar-di:

     子供 腕・3所有・対格 蚊一与格   刺す・使役一過去.ﾘ(3)

                     「子供 が腕 を蚊 に刺 され た」

f. Kyrg. 2D som-u-n  koy-du  ele,15-i-n   ut-tur-up   fiber-di.

   zoソ ム ー3所有 一対 格 置 く一過 去 いた15・3所 有 一対 格 とる一使 役 一副 動 詞 送 る一過 去 ・�(3)

  「20ソ ム 置 い て(賭 けて),15ソ ム取 られ て しまった 」(Knippes 1998:542)

g.Kyrg. Es� kayran A ta-b�-d�mperiya-ni� jez tumsug-u-na

不運 な 親 愛 なる 父 ―1複所 有一対 格  帝国 属 格   銅   鼻 凱3所 有・与 格

�tiir-t―k�一�� jalgan-b�`    *jez turnsuk l悪 い奴 」

殺 す一使 役 一過 去一i複所 有   嘘 一疑 問

「私たちが今はなき愛しい父を帝国の連中に殺されたというのは嘘なのか?」

                    (Knippes 1998:405)

Men but-um-du it-ke kap一�r-d�麥.

私   足 一a単 所 有一対格 犬 ・与 格 噛 む一使 役 一過 去 一1単

       r私 は 自 分 の 足 を 犬 に 噛 ま れ た 」((2)の 再 掲)

Men koselyok(g)-urrr-du ad-dtr-di=m.

私    財 布 一1単所 有 一対格  敵 る一使 役 過 去 ・ユ単

           「私 は 財 布 を 取 られ た 」((6b)の 再 掲)

躍 εη at一�-d�  uua°da-t-t艾麥.

私   馬・1単所有一対格 盗む。倹役一過去一i単

             「私 は 馬 を盗 まれ た 」((14a)の 再 掲)

躍 劔 δ乞励 ㌦η2・4ガ  bala-m-a  s舅d'ir-t-i�麥.

私
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 日本語 の 間接 受動文 は 「迷 惑受 身」 とい う別 名 を もつ よ うに,何 らかの

被 害性 を含 む場合 が多 い。 しか し,日 本語 の間接 受 動文 で は,例 えば 「先

生 に子 供 をほめ られた」の よ うに,被 害 や迷惑 を表 すので は ない場合 に も

成 立 し,被 害や迷 惑の含意 は その成立条 件で はな い。

 しか しな が ら,キ ル ギス語 の場合 は,「 当事 者 の主観 に 関係 な く,被 害

や迷 惑 を もた らす と通 常考 え られ る場合」に限 つて(非 意 図的 な事態 と し

て の)間 接 受 動相 当の使 役 文が成 立 する と言 って よい。言 い換 えれ ば,動

詞 の意 味 に被 害 や迷 惑 を もた らす意味 が も とよ り含 まれ て い る場 合 に 限

つて,上 の よ うな構文 が成立 す るのであ る。

 3.1.1で も述 べ たが,キ ル ギス語 で は,直 接 受動 に当 た る場合 は受動接 尾

辞 が用 い られ,対 格補語 を備 えた 閻接 受動相 当の 場合 には使役接 尾辞 が用

い られ る。両者 の間の切 り替 えは極 めて明確 であ る。だ が,次 にみ るよ う

に,「 通 常被 害 や迷 惑 を もた らす と考 え られ る場合 」 とそ うで ない場合 と

で は9直 接 受動 と間接 受動の 間の受動接 尾辞 と使 役 接尾 辞 の切 り替 え が非

対称 的 に な る。

(22)a. Kyrg. Menin わala一溺  rt一たθ kab― 露一4邑～

私の  子供一1単所有 犬一与格 噛む一受動一過去・ﾘ(3>

             「私 の 子 供 は 犬 に 噛 ま れ たJ

b. Kyrg. Men bala-m-du it-ke kap-t舐-di=m.

     私 子供_1単所有一対格 犬一与格 噛む・使役・過去一1単

                    「私は子 供を犬に噛まれた」

(23) a. Kyrg. Menin  bala-m  mugalim-ge  ma&僘-d-di:
私の   子供一i単所有  先生・与格   ほめる一受動一過表・¢(3)

            「私 の 子 供 は 先 生 にほ め られ た 」

b.Kyrg. Men bala-m-du mugalim-ge makta-t-ta=m.

      私 子供・i単所有・対格 先生一与格   ほめる一使役 過 去一1単

     「私 は 子 供 を先 生 に ほ め させ た 」(*「私 は 子 供 を 先 生 に ほ められ た 」)

 (22)の ように 「子供 を犬 に噛 まれた」 とい う場合 は,(22a)の 受動文

で表 され たの と同 じ内容 を(22b)の ような使 役 文 で表 す こ とがで きるの

に,(23)の ような 「子供 を先 生 にほめ られた」 とい う,被 害 や迷惑 を表

す ので な い場合 は,(23a)の 受動 文で表 された 内容 と同 じ事態 を使 役 文の

形 式 で 表 す こ とがで きない。コ ンサ ルタ ン トに よれば,こ の ような場合 は
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「私 は先生 か ら子 供 が よ く出来 る と聞 いた」とい う ような表 現 の方が用 い

られ,(23b)の 使 役文 は,使 役 の解 釈 しか成立 しな い とい う。

 ここで重要 な点 は,被 害 や迷 惑 を表 すか どうかは,当 事 者 の主観 で はな

く,動 詞の意 味 に も とよ り被 害 や迷惑 の意味 が含 まれて い るか ど うか,言

い換 えれ ば,動 詞の表 す動作 が 「被 害や迷 惑を もた らす もの であ る と一般

的 に考 え られ て いる」 か ど うか に よって決 め られ る とい う ことであ る。

(24)  Kyrg. Men saai一�-d� aga-m-a ondo-t-tu-m.

       私  時 計 一1単所 有 一対 格 兄。1単 一与格 修 理 す る一使 役 ・過 表 一1単

「私は兄 に時計を修 理させた/修 理してもらった」(*(勝 手 に)時 計を修理 された)

 日本語 の 間接 受動 文 で は,(24)の よ うな場 合 にr私 は 兄 に時計 を修理

させ た」 とい う使 役の形 式 を用 い るか,「 私は兄 に時計 を修理鑓 」 と

い う受動 の形 式 を用い るかは,「 私 」が その事態 を被 害や迷 惑な事態 と捉

え,そ れ を表 そ う として い るか どうか とい う語用 論 的な条 件 に よつて決定

され る。 しか し,キ ル ギ ス語の 場合 はそ うで は ない 。(24)の ような 「時

計 を修理 す る」とい う行 為 は普通 は被害 や迷惑 を及 ぼす行 為 では ない ため9

(24)の 使 役 文 には使 役 の解釈 しか成 り立 たず,「 兄 が勝 手 に私 の時 計 を

修理 して,そ れ によ つて私 は影 響 を受 けた」とい う受 動 の解 釈 は成立 しな

いので あ る。

 この よ うに考 えて くる と,(21)に 挙 げたキル ギス 語 の 間接 受 動相 当の

使役 文 で表 さ れ た被 害 や迷 惑の意 味 は,〈 日本語 の 間接 受動 文 につ いて言

わ れ るよ うに)文 の構 造 か ら生 まれ る意味では な く,動 詞 の表 す意味 に含

まれて い る被 害や 迷惑 であ る とい うこ とがはつ き りして くる。

 既 述 の とお り,ト ル コ語 で は 「(財布 を)盗 まれ た」 とい うよ うな場 合

に使 役 文 を用 いて 表す こ とがで き るが,使 役 文 を用 いて受 動の意 味 を表 す

こ とにつ いて ビョケ ソイ(2000=93)は,「 望 ま し くな い結果 を表 す もの

に限 られて い る」 と述 べ てい る もの の,「 盗 まれ た」 以外 の例 は挙 げ られ

て いな い。 トル コ語 の場合 は,も とよ り間接 受動相 当の使役 文が成 立 す る

範 囲が 限 られ て い るので,被 害性 のあ るものに限 つて 間接 受動が成 立す る

の か ど うか とい う問題 は議 論 す る意味 があま りないか も知 れな い。しか し,

キル ギ ス語 の 間接 受 動相 当の使 役 文 が被害性 の あ るも の に限 って成 立 す

る とい うこ とは,間 接 受動相 当の使 役 文の本質 を考 え る上で重要 なポ イ ン

トにな るよ うに思 われ る。

一iO5一



大崎 紀子

3.2.2、2問 接 受 動 相 当 の使 役 文 と「持ち主 の 受 身 」

3.2.2.2.1所 有 物 へ の 被 害

 次 に検 討 す る重要 な要件 は,キ ル ギス語 にお け る非 意図的 な事 態 と して

の 間接 受 動相 当の使 役 文が,身 体部位 や,所 有 物,肉 親や縁者 を動作 の直

接 の対 象 とす る場合 に限 って成 立する とい う点 で あ る。日本語 の間接 受動

文 では 「持 ち主 の受身 」 と呼 ばれるもの に該 当す る。

 前節(21a～g)に 挙 げた例 を見 ると9そ れ らは どれ も動作 の 直接 の 対象

を示 す対格 補 語 に所 有 接尾 辞 が付 いて お り,そ れ らが,文 の主 語の 「所有 」

な い し 「所 属 」に帰 す るもので あるこ とが示 され てい る。キル ギス語 にお

いて非 意 図的 な事 態 として解 釈 できる間接 受動相 当の使役 文が,厳 密 に こ

の よ うな条 件 の も とにのみ成 立 するこ とは,次 の例 か らも分 か る。

(25) Kyrg.

(26) Kyrg.

Men kofe-m-di  dos-um-a  t�-ti蚌=�  al-di=m.

私 コーヒー-1単 所 有 ・対格 友 達-1単 所 有 ・与 格 こぼす 一使 役 一副 動 罰 取 る一過 去 ―1単

   「私 は 自 分 のコー ヒー を 友 達 にこぼ され て しまっ た 」(受動 の 解 釈)

Inden dos-um-dun kofe●si-n   tiile-t疂s一�  al-d�麥.

私  友 逮一1単所 有 一属格 コーヒー-3所 有 一対 格 こぼす ―使 役 一扇ll動詞 取 る一過 去_r単

『私は友達のコーヒーをこぼさせてしまった」(使役の解 釈のみ)

 (25)は,r私 」 と 「友達 」が並んで コー ヒー を飲 んでい る とい う設 定

にお いて 「友 達 が コー ヒー をひ つ くり返 した」 とい う状 況 を表 した もの で

あ る。 この とき9「 こぼす」 とい う動作 の 対象 とな つた コー ヒー が 「私 」

の もので あ つた場合 には(25)の ように使 役 の形 式 を用 いて その状 況 を表

す こ とがで きる。 とこ ろが,同 様 の構 文 で も(26)の よ うに動作 の対 象 が

「友達 の コー ヒー」に置 き換 え られた場合 には ,も はや非意 図的な事 態 と

して の受動 の意 味 を表 すこ とがで きな い。 その文 は 「(意図 的 に)友 達 の

コー ヒー を こぼ させた 」とい う使 役の意 味 にの み解釈 が可能 であ る。そ し

て,(25)の 方で は単 に 「私の コー ヒーが こぼされ た」 とい うだけ でな く

その コー ヒー が 自分 にかか つた という事 態 まで も含 意 す るこ とがで きる

が,(26)で は 「友 達 の コー ヒー をこぼさせ た」とい う ことを表 すだ けで,

その コー ヒー が た とえ 「私 」にかかつた とい う被 害 が生 じて いて もそ の意

味 を含 め るこ とはで きない。も しその コー ヒー が 「私」にかか った とい う

被 害 の事態 を表 そ う とすれば9次 のよ うな 受動文 を用 いて表 すこ とにな る。
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(27)Kyrg. Men

      私

dos-um-dun kofe-si-ne  t�一�1-d�麥.

友 達 一1単 所 有 一属 格 コー ヒー-3所 有 一与 格 こぼ す 宰一受 動 ・過 去 一i単

「私 は 友 達 の コ ー ヒー に こぼ され た 」

  *t�一ﾘこ ぼ す,注 ぐ,流 す

 これ らの デー タの 興 昧深 い点 は,「 私 にコー ヒー がか か った」 とい う被

害 の事態 が所 有物 で あ る コー ヒー に対 す る侵 害 行 為 を 中心 に描 か れ る と

い う点 で あ る。これは,キ ル ギス語 の,ひ いては チ ュル ク語 に見 られ る 「受

動 の意 味 を表 す使 役 文」の本質 を表 してい るもの だ と考 え る。この点 につ

いては4章 で改 めて 述 べ る ことにす る。

3.2.2.2.2所 有 物 の 範 囲 と 「関 与 」と 「責 任 」

 以上 の よ うに,非 意 図的な事態 と して解釈 で きる聞接 受 動相 当の使 役 文

の成 立は,厳 密 に所 有 物へ の被害 の事態 に限 られ る ようだが,こ こで言 う

「所有物 」 とは,(21a)や(21e)の ような身体 の 一部 の ほ か ,(21b～d)

の よ うな文 字通 りの所 有 物 や,(2ヱg),(22b)の よ うな 肉親,縁 者 を含 む

概念 であ る。そ して 時 に は次の例 の ように,文 の 主語 の直 接 の 「所有 」 に

属 さな い場 合 で も非 意 図 的 な事態 と して解釈 で きる間接 受 動相 当の使 役

文 が成 立 す る場合 が あ る。

(28)  Kyrg. M8η たo詑 かoたイu 4'一碗 ノー4ガー灘.

私   財布一対格   取るイ吏役・過去一1単

            「私は財布 を取らせた/取 られた」

 (28)の 例 は,実 は両 義的 であ る。すなわ ち,「 私 は(誰 か に命 令 して

別 の人の)財 布 を取 らせた 」 とい う使役の解 釈 とa「 私 は(誰 か に)財 布

を取 られ た」 とい う受動 の解釈 の両方 が成 り立 つ。 この と き,取 られ た財

布 が 「私 」の 「所有 」に属 する場合 には受動の解釈 が,反 対 に 「私 」の 「所

有 」に属 さな い場 合 には使役 の解 釈 が優先 され る。 しか しな が ら9コ ンサ

ル タ ン トに よれば,取 られた財布 が 自分の財布 では な く,例 えば友 人の財

布 であ って も,(28)が 受動 の意味 に解釈 され う る場合 が あ る とい う。例

えば,同 じ部 屋 に荷 物 を置いて いて,目 を離 した 隙 に友 人 の財 布 だけ が置

き引 き にあ っ た とい う よ うな状 況 な どが考 え られ る とい う。 そ の場合 は

(28)に おい て,形 式 的 には単 にkoselyok-tu(財 布 一対格)と だ け現 れ てい
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るが,明 示 的 に表 示 すれ ば,menin dos-m-dun koselyog一μ、η7「私 の友 だ ちの

財 布」で あ り,広 い意 味 で 「私 の所有 」の範 囲内 にあ る と捉 え られ て い る

と言 うこ とが で きる。これは,非 意 図的な事 態 と して解釈 で きる間接 受 動

相 当の使 役 文 が成 立 す るための要件 として 求 め られ る「所 有 」あ るい は「所

属 」の概 念 が,動 作 主(加 害者)と の相 対 的な距 離 関係 で決 まるもので あ

る とい う こ とを示 してい る。(28)の ような場合 には,「 所有 」 や 「所属 」

とい う言 い方 よ りも,自 己が関与 あ るいは管理 す るr領 域」 とい う表現 の

方 がふ さ わ しい か も知 れ ない。

 この よ うに,キ ル ギス語で は 自己の領域 の 内か外 か に よ って 受動 か使 役

か の区別 がな され る。次 章では,こ れが通 言語学 的 な観 点 か ら見て どの よ

うな意義 を持 つの か を考 え,そ こか ら改 めて キル ギス語 にお け る 「受動 の

意 味 を表 す使 役 文」 とは何 なの かを考えて み たい。

4.キ ルギス語 の 「受動 の意味を表す使役文 」の本 質一通 言語 学 的な観 点か ら

 Washio(1993),鷲 尾(1997)で は,「 関与 受動(Inclusion Passive)」 と

「排除 受 動(Exclusion Passive)」 とい う二 つの 受 動文の タ イ プが提 示 され

て い る。まず,類 似 性 の顕著 な言語 として 日本 語 と韓 国語 との比較 か ら次

の ような主 張 がな さ れた 。すなわ ち,韓 国語 で は 自動詞 を受動化 で きな い

が,日 本語 で は 自動 詞の 受動化 が可能 であ る。また,韓 国語で は,他 動 詞

の 間接受 動 は 主語 と 目的語 との 間 に 「全体 と部 分」 とい うよ うな所 有 の 関

係 が成立 して い る場 合 に しか許容 されな いがy日 本 語で は,主 語 と目的語

との間 に 「全 体 と部分 」 とい うよ うな所 有の 関係 がな くて も受動 文が成 立

す る。例 えば 「チ ョルス がヨ ンヒに髪 を切 られ た」 とい う場合,韓 国語 で

は 「ヨン ヒが チ ョル ス の髪 を切 った」とい う解 釈 しかで きな いが,日 本 語

で は 「ヨ ンヒ がヨ ン ヒ自身の髪 を切 つた(チ ョル スは ヨ ン ヒの長 い髪 が好

きだ った の に,ヨ ン ヒが勝手 に切 つて しまい,が っか りした)」 とい う解

釈 も成 り立 つ 。この違 い は,自 動詞 の受動化 か他 動詞 の受動化 か とい う よ

うな区別 で は な く,受 動 文の主語 が 「出来 事」 に 「関与」 してい る状 況 し

か記述 で きな いか,あ るいは受動 文の主語 が 「出来事 」か ら 「排 除」さ れ

て い る状 況 を も記述 で きるか とい う違 いに よ り統 一 的 に説 明 で きる,と い

う主張 で あ る 。

7〃2e廊 dos一 η3-dun   庸 θ1ン09一郡一π

私 の 友 だ ち 一1単 所 有 一属 格 財 布 一3所 有 一対 格
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 この主張 は,さ らに 日本語 と韓 国語 の受動 文の 違 いだ けで な く,他 の 言

語 の記 述 にお いて も重 要 な役割 を果 た す可能性 が あ る とい う と こ ろに大

切 な意 義 があ る。Washio(1995)で は,現 代 モ ン ゴル 語 にお い て9使 役 来

が 日本語の 間接 受 動 に当 た る意味 を表 す場合 に,使 役 か受動 か とい う解釈

の限界 を規 定 して い るの が,こ の 「排除」 と 「関 与 」の 区別で あ る と述 べ

られ てい るが,こ の ことはキル ギス語 に もその まま 当て は まる よ うに思 わ

れ る。すなわ ち,前 節(28)の 例 にお いて,対 格 目的語 の 「財 布 」が主 語

のr所 有」 あ るい は 「領域 」 に属 す るか ど うか に よ つてa受 動 と使 役の解

釈 の どち らが優 先 さ れ るかが決 まる とい う事実 は,Washio(1993)が 提 示

した 「関与 」か 丁排 除」か とい う区別 によ つて使 役 か 受動 か とい う解釈 の

限界 が規 定 され る とい う主 張 に合致 す る。(28)の 例 で は9対 格 目的語 の

「財布 」が主 語 で あ るr私 」の 「所 有」 あ るい はr領 域」 に属 す る とい う

解 釈 が 「関与 」の状 況,反 対 に,属 さ ない とす る解釈 が 「排 除」の状 況 で

あh,「 排 除 受 動 」 を許容 しない キル ギス 語で は後 者 に受動 の解 釈 は成 立

しない。

 ただ,鷲 尾(1997:49)も 言 う ように,「 排 除 ・関 与」 の概 念 を どう定

義 す るの か は 「一筋 縄 で行 か ない問題 」で あ り,「 排 除」 と 「関与 」の 区

別 がキル ギ ス語 に も当て は まる とい って も,「 排 除 ・関与 」 の概 念 自体 が

そ もそ も複 数 言語 間 にお いて 画一 的 に捉 え られ る もの なの か ど うかは疑

問が残 る。 こ こで 鷲尾(1997:48-49)が 挙げ た,「 排 除 ・関与 」の概 念規

定 の難 しさ を示 す例 を紹介 してお こう。朝鮮語 は 上記 の通 り.「排 除 受動 」

を許容 しない 言語 で あ るが,次 に挙 げ る3つ の例 にお け る適 格 ・非 適格性

の判断 は9「 排 除 」 と 「関 与」 を どの よ うに規 定 す るの か とい う問題 の難

しさを示 して い る。

(29)a.Kor.*Swunca-nun tongsayng-eykey chayk-ul ilk-hi-ess-ta.
      S.-TOP       brother-BY        book-ACC    read-PASS-PST-DECK

  b.ス ン ジ ャ は 弟 に 本 を 読 ま れ た.

{30)a.Kor. Swunca-nun tongsayng-eykey ilki-ful ilk-hi-ess-ta.

       S,-TOP        brother-BY        diary-ACC  read-PASS-PST-DEC

b.ス ン ジ ャ は 弟 に 日記 を読 まれ た 。

8グ ロ ス の 省 略 記 号 は 次 の 通 り:TOP(Topic話 題), BY(受 動 文 に お け る 意 味 上 の

主 語 の マ ー カ ー),ACC(Accusative対 格), PASS(Passive受 動 形 態 素), PST(Past

tease過 去 時 制), DEC(Declarative平 叙 文,平 叙 支 語 尾).
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(31}Kor. na-nun sensayngn�-eykey[mollay ssu-ko iss-ten]chayk-ul

ilk-hi-e  pelyess-ta.

         「私 は 先 生 に,こ っ そ り書 い て い た 本 を読 まれ て しまっ た」

 (29)～(31)の 間の適格性 の相違 か らは9「 本 を読 まれ る」の は 「排

除」だ が,「 日記 を読 まれ る」こ とや,「 こっそ り書 い てい た本を読 まれ る」

こ とは 「関与 」だ とい う区別 がで きる ような 「排 除 ・関与」の概念規 定 を

しなけ れ ばな らない とい うこ とにな る。

 ここで,「 排 除 ・関与」 の 区別 を考 え る上 で,注 意 してお かな ければ な

らない こ とが あ る。 それは,「 責任」 とい う概 念 との混 同で ある。

 日本 語 で は,例 え ば 「息 子 に死 なれ た 」 とい う受 動 文 を 用 い る か,「 息

子 を 死 な せ た 」 とい う使 役 文 を 用 い るか とい う こ とは,「 息 子 の死 」 に 対

して,文 の 主 語 で あ る 人 物 が 責 任 あ りと感 じて い る こ と を示 す か ど う か と

い う 語 用 論 的 な 条 件 に よ っ て決 定 さ れ る と考 え ら れ て い る(cf.寺 村1982:

299・302)。 こ れ と 同様 の 「責 任(responsabilit�)」 と い う概 念 が,フ ラ ンス

語 の 使 役 文 が 受 動 の 意 味 を 表 す 場 合 に つ い て も 提 案 さ れ て い る

(Tasmowski-De Ryck&van Oevelen1987な ど 。 c£Washio 1995:89-116,鷲

尾1997:38)。

 キル ギス 語 にお け る非 意 図的 な事態 と しての 間接 受動 相 当の使 役 文 の

成 立 は,上 に述べ た通 り,文 の主語 と 「関与」の状 況 に あ るものへ の被 害

に限 られ,そ うで ない場合 には使役の解釈 しか成 立 しない 。だが,前 掲(21)

や(25)の 例 の ように,文 の主語 にとって まった く非意 図 的 に発生 した 受

動 の 事態 を表 す もので あって も,文 の形式 と して は あ くまで 「使 役 」の形

を とつて い るか ら,文 の主 語 にわずかで も事態 の発 生 に対 す る主体 的 な 関

与 を認 め,こ れ を 「責任」 とい う概念で 説明 す る こ と も不 可能で はな い。

つ ま り,自 らの責任 があ るという範囲 を 「関与 」の状 況 で あ るとす る考 え

であ る。 しか しなが ら,キ ル ギス語に 「責任 」 とい う観 念 を導入す るのは

正 し くない。キル ギス 語の使役 文 におけ る受動の解 釈 は,責 任 の有無 とい

うこ と とは全 く別次 元の,単 純 に 「自分 の領域 が侵 され た とい う被 害」 に

対 して成 立 す る もので はないか と思 われ る。 これ は,(25)や(26)の よ

うに,「 自分 の コー ヒー がこぼ された」か,「 友 だ ちの コー ヒーが こぼされ

た」かで,そ れ を表 現 す る文の形式 が異 な る とい う事実 に象徴 的 に現 れて

い る。別 の言 い方 をす れば,キ ルギス語で(25)の ような使 役の形 式 に よ

つて 「自分の コー ヒー を こぼさせた」 と表 現 して も,El本 語 で 「自分の コ

ー ヒー を(み すみ す)こ ぼ させて しまった」 とい う場合 に含 まれ るよ うな
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「責任」 や 「自分 の落 ち度」 とい うような意味 と関係 がない と考 え るべ き

で ある。 そ して,「 自己領 域 内に ある もの への 被害 」 を 「責 任 」 な どの 主

観的要素 とは別 次元 で 淡々 と描 写 す るもの で あ るとこ ろに,キ ル ギス語 の

「受動 の意 味 を表 す使 役 文」 の本質 が見 え る と筆者 は考 えて い る。

5.終 わ りに

 以上,キ ル ギス 語の 「受動の 意味 を表 す使 役文 」につ いて,統 語 的,意

味的な観 点 か ら分 類 した上で,チ ュル ク語 の他 方言 との比較 をふ まえな が

らa分 類 ご との構 文 的特徴 やそ の成立要件 につ いて考察 をお こな った。

 現代 の チ ュル ク語 にみ られ る 「受動 の意 味 を表 す使役 文」の歴 史 が 古代

チュル ク語 に まで遡 るものだ とい うこ とは 冒頭 で述 べ た。具体的 には,チ

ュル ク語 最 古の文 献 資料 であ る突 厭文字碑 文 に まで遡 る ことがで きる。突

厭 文字 碑 文 に用 い られ た言語 は9チ ュル ク語 の文 献記録 と しては もっ と も

古 い もの で あ るか ら,こ の 申にr受 動の意 味 を表 す使役 文」の源流 を見 出

すこ とがで きるな ら9現 代 の チュル ク語 に この表現 が あ まね くゆ きわ た っ

たこ とも首肯 で きる。Yuldasev(...:293)は,チ ュル ク語 にお いて使 役

文 が受動 の意 味 を表 す場合 があ ることを 「遠 い過 去 の文化 的遺産Jと 表 現

したが,こ の 「文化 的遺 産1が どの ように現 代 に引 き継 がれa千 数 百 年 の

時 を経 て ユ ー ラ シ ア大 陸 を横 断 す る広 大 な地 域 に分布 す るチ ュル ク語 に

お いて どの ように現 れ てい るの か を観察 し,そ の現 象 に説 明 を加 え るた め

には,本 稿 でお こな つた よ うな共 時的な考察 の ほか にa通 時的 な観 点 か ら

の考察 も必要 で あ ろ う。また,本 稿で はチ ュル ク語 の 中の一 方言のr使 役 」

だけを 中心 に取 り上 げ て考察 したが,チ ュル ク語 にお いて 「使役 」 と 「受

動」 と 「再 帰」 とい う3つ の形 式は,ま さに 「三位 一体」 とな って,周 辺

の 言語 との激 しい 言語 接 触の 中でそれ ぞ れ の持 ち場 を微 妙 に変化 させ な

が ら現 代 につ なが つて きてお り,今 後 「使 役 」だけで ない観点 か らの観 察

が不 可欠 で あ る こ とは 間違 いない。

[キ リル 文 字 に よ る チ ュ ル ク 語 の 翻 字 一 覧]

Aa=A�,b6=Bb,BB=Vv,1'r=Gg,z(A=Dd,Ee=Ee,ﾋ�=Yoyo,

)K氷=η/Z彦,33冨Zz,HH=li,H貢=Yy,Kx=Kk,nn=LI,MM=M

m,Hx=Nn,Oo=Oo,Iln=Pp,Pp=Rr,Cc=Ss,TT=Tt,Yy=Uu,

ﾘﾘ=Ff,Xx=Xx,uu=Cらqq=(ラ δ,皿 【皿=営5,HI瓢=詑 灘,v=",bI
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bl=1L,b=',3 s=E6,10 K)=Yu yu,SI A=Ya ya,F昌 γ 両 詔 卸,e e=0ﾖ, a a

=λ δ

[略 号 表]

Bask.バ シ ュ キ ル 語

Karag.カ ラガ ス 語

Kaz.カ ザ フ 語

Khak.バ カ ス 語

Kor.朝 鮮 語

Kyrg.キ ル ギ ス 語

K.Kalp.カ ラ カ ル パ ク 語

N.Uyg。 新 ウイグル 語

Tur,  トル コ語

Turkm. トル クメン語

Tuv,  トゥヴァ語

Uzb.  ウズベ ク語

Yak.  ヤクー ト語
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When Causatives Mean Passive in the Kyrgyz Language

OHSAKI, Noriko

Abstract

  This paper examines the syntax and semantics of causative constructions 

which express a passive sense in the Kyrgyz language, a  Turkic language spoken 

in Kyrgyz Republic.

Causative sentences which express a passive sense are classified as follows: 

 A) Causative sentence corresponding to canonical passive construction 
 —causative sentence whose syntactic subject is a direct object of the verb:

Al) Syntactic subject undergoes the action involuntarily. 

A2) Syntactic subject undergoes the action of his/her own volition

B) Causative sentence corresponding to indirect passive construction. 
—causative sentence whose syntactic subject is indirectly affected by the

action denoted by the verb: 

B1) Syntactic subject undergoes the action involuntarily. 

    B2) Syntactic subject undergoes the action with his/her own volition.

 A)-type causative sentences are formed on the basis of a limited number of 

verbs, and mostly used in proverbs. On the other hand, B)-type causative 

sentences appear not only in Kyrgyz, but also in almost all Turkic languages.

 Addressing the issue of to what extent B)-type causative constructions allow 

passive interpretations, we have discovered that; (i) the syntactic subject always 
has a passive role within the "unpleasant" event, (ii) this type of construction is 

formed on the basis of semantically limited verbs, which originally imply an 
"unpleasant" event

, such as "steal" or "kill", and (iii) the direct object which is 
affected by the "unpleasant" event is always his/her possession.

 Furthermore, we consider the semantic/pragmatic properties of causative 

constructions which express a passive sense from a cross-linguistic perspective.

(受理日2004年6月29日 最終原稿受理 日2004年12月24日)
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